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国際北極科学委員会(IASC)評議会報告
渡 邉 興 亜
1997年の国際北極 科学委員会 の年次総 会が ロシアのサ
ンク ト・ペ テル ブル グにあ る北 極 ・南極研究所 で5月5
日か ら7Hま で開催 され た.最 初の二 日間 は一般 公開の
形でい くつかの講演があ り,　IASC参加 各国の代表による
評議 会は最終 日に開か れた,
最初 にIASC,　RegionalBeard　(IASC}没立 に関 わった
八 ヵ国代 表に よる理事 会0)ような機能 を持つ)の 議長で
あるスウェーデ ンのKarlqvist教授 によって昨 年設 、yされ
たArcticCouncil　(北極海;こ[iliする八 ヵ国の閣僚級評議会)
とIASCとの関係,特 にRegional　Boardとの役割 分担 に
ついての意見表明があった.　IASCの空洞化 を防 ぎ,両 者
の相補的関係 を如何 に構 築するか とい う事が当面す る課
題であるよ うだ,
つづいて,ロ シアのAcademicianのGalimov教授 に よ
る北極海の汚染 に関 して生態学的,地 球化学 的観点か ら
の報告 を皮切 りにい くつかの環境 問題 に関す る報 告が な
され た,今 回の総 会の中心課題 は北極 海お よびそ の周 辺
域の環境汚染 の実態,研 究活動 に加 えて,そ の周 辺住 民
の健 康へ の影響 問題で あ った.総 会には 各国の評 議員,
Regional　Boardメンバ ーの他 に,グ リー ンラ ン ド自治
政府 か らの イヌ イッ ト人,Uシ ア,サ ハ 共和 国のヤ クー
ト人科学者 などが招 待 されてお り,環 境変化 が北 極地域
の原住民に とって大 きな課題 となっている こと,　IASC活
動 の新た な展 開がその方向 に向か ってい る事 が感 じられ
た.
おそ ら くそ うした関心 の深 まりと関係 している事 と思
わ れるが,　Arctic　Councilの活動 の.・つ にAMAP計 画
(The　Arctic　Monitoring　a dAssessment　Programme)の
報告が あった.汚 染物 質の輸送経路,各 地 での汚染物質
の堆積 フラ ックスな ど,こ れ までの観測 および解析デ ー
タを集積 し,デ ー タベース を構築す る とともに,環 境評
価 の試みを行 うもの で,こ の6月 にそ の成 果報告が刊行
される.こ う した報告 か ら国際協力 による北極 環境観測
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す る新 た な提案 が行わ才した,北 極域 の環 境へ の インパ ク
ト研究 と して,1970年代 中期 か ら気候 システム に変化が
生 じ,永 久凍土 の融解や森林 限 界の 北上傾向 が報告 され
ている北 太平洋,特 にベ ー リング海 と周辺沿岸 を主要 な
観測域 とするBESIS計画　(The　Bering　Sea　lmpact　S udy)
の準 備状況が アラ スカ大学 の ウエ ラー教授 に よって報告
された.日 本 との協力関係 に大 きな期待が寄せ られて い
る ようである.
ロ シアのAcademician　Listin教授 はロ シアの北極研究
関連研 究機 関(北 極 ・南極研 究所,ム ルマ ンス ク海洋研
究所 な ど)の 共同観測計画 と してLOIRA　(Land-Ocean
InteractionsintheRussianArctic)計画が提案 された.こ
れは実現 すれば12ヵ 年の雄大な、11.画で,最 初 の4ヵ 年 は
バ レンッ海,続 いて カラ海 とエ ニセ イ河,最 終年次 はラ
プテ フ,チ ュ クチ海 とレナ河 といっ たロ シアの全北極 海
沿岸 を観 測域 とす る計画 で魅力 的で はあるが,若 干実現
への筋道 に欠け る きらいがあ る ようだ.ヨ ー ロ ッパ科学
財'団(ESF)を基盤 とす る同様 の観測計 画 と重複 してい
る ら しく,ヨ ー ロ ッパ側 の代表 か らその整 合 につ いて盛
ん に質疑 があ った.レ セプ シ ョンの席上でListin教授 か
ら直 々の参加要請が あったが,わ が 国の現 状で はこ うし
た国際協 同計画への 直接 参加 は分担 金の支払 な どに問題
があ り,実 現 は難 しい,
最終 日の評議 会の最 初 の議題 はイ タリアのIASC参 加
につ いてで,満 場..一致 でみ とめ られ た.ま た評議会 議長
のMagnus　Magnusson教授(ア イスラ ン ド)の 任期 満 了
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に伴 う新 議長 の選 出 が行われ,　David　Drewry博士(英
[,-EDが次 期議長 に選 ばれた.事 務局長 にはLogne氏(ノ





標 記会合が5月19日 か ら30日にかけてニュ'一ジーラン
ド,ク ラ イス トチ ャーチ 市中心 部の新装 成 ったコ ンベ ン
シ ョンセ ンターで開催 され た.空 港 は,米 国の マ クマ ー
ド基地へ 飛ぶi輸送機 の発着や整備 に利用 され,外 港の リ
トル トンは ロス海 へ向か う探検 隊の最後 の寄港地 として
占 くか ら使わ れて きた南極 とは歴 史的 に関係の深 い町で
あ る,最 初 の 週 に は 全 体 会 合,暫 定 環 境 作 業 部 会
(TEWG)及び損害賠償 責任 に関す る専門家会合,第2週
llには全 体会合,第1及 び第2作 業部 会が開か れた.全
体会合以外 は2つ の部会が並行 して進 行 した.
我が 国の代表団は,外 務省地球規模問題課か ら津 曲(つ
まが り)課 長(首 席 代表)と 浦 内事務官,局 付 きの坂 井
検 事,環 境庁 自然保護局か ら森企画官及 び小野課 長補佐,
文部省 国際学術課 か ら岩本課長,i龍川監理 官そ して極 地
研 究所か ら平澤所長,佐 野観測協力室長及 び私で あった.
今会合 の議論の 中心 は,こ れ まで私が 出席 した2回 の会
議 と同様,南 極 の環境 保護 に関す る 事柄 である.こ こで
は私の出席 した全体会合,　TEWG,　第2作 業 部会を中心
に報告す る.
議定書 の批准
「環境 保護 に関す る南極条約議定 、1}:」(以下議定書)の
批 准状況 は,昨 年 の会合で未批准 だ った4カ 国の うち フ
ィンラン ド,米 国が批 准 を完了 し,会 合最終 日にロシア
が批准手続 を済 ませ た旨発言 し,我 が国 のみが 未批准 と
な った.1964年の第31F.]]南極条約協議 国会議での8番 目
の勧告,「動物相,植 物相 の保存」の承認 に際 して も,我
が国は国内法整 備が遅れ,1982年に承認 する まで,早 期
発効 を望 む他の締約 国か ら長年 にわた り催促 されてい た
経緯がある.し か し我が国 も,今会合前には環境庁所轄
の 「南極地域の環境の保護に関する法律」の審議を含む








本体及び附属書の1か らWま でを批准 したものの,附 属
書V(特 別保護地区等)を 未だ批准 していない国が9カ
国ある.我 が国が附属書Vま での批准 を済 ませて も,発














続 きに関わる案件になる.実 際に議定書に沿った作業 を
行 うようになると,具体的な詳細にまで検討が及ぶと見
られ,南極の現場を把握 した 上で各国の環境保護の現状
を反映 した議論 となるものと予想される.我 が国で南極
研究を実施してきた極地研究所 として も,　SCAR　(南極
研熱 学頽 会),　C・MNAP(南臨 月1実績 儲 識 ■

































科 学及 びオペ レー シ ョンな ど南極 の現場での事柄 を検
討 す る第2作 業部 会では,　SCAR及 びCOMNAPか らの
報告 が極 め て重 要 との共通認識 が確 認 され た.こ れまで
の 会合で は,単 なる情 報提供 に留 まる ものか ら大 きな問
題 を提起 す るもの まで,各 国 か ら様 々 なレベルの研究成
果報 告が文書 と して提 出 され,提 出国 による文書紹介 に
時 間が とられて いた.今 回 はその弊 害 を排 除 し,創 造的
な議論 につ なが る文書 のみ取 り上 げる方針 を議長が打 ち
出 し,試 み はか な り成功 した と言 える.原 署名国 プラス
アル ファの国で会合 を持 って いた設 立当初 とは大 き く変
わ り,43の締約国,　SCAR,　COMNAP,南 極観光ツアー
一2一
極 地 研 ニ ュ ー ス137
オペ レー ターの団体な ど非政府機関が10以 上 も加 わった
のが現状 の会 合だ.重 みのあ る文書 が うず もれ,重 要 な
問題 の検 討に時間が とれな くなってきた との危機感 を,い
くつ もの締約 国が抱いてい る と思わ れる.
SCAR及 びCOMNAPが 非協 議国 と同様 のステー タス
しか与 え られず,会 合 で討議の ための文書(ワ ー キング
ペーパー)を 提 出 で きない現状 を改 善で きないか との意
見が出 されていたが,規 定 を変更するには至 らなかった,
南 極条約 及び議 定書 で定 め られている情報 交換 に関 し,
SCAR/COMNAPが推 進 してい るAMD　 (Antarctic　Mas-
ter　Dire(rkory)ワークシ ョップが,本 会合 とは別 に第1週
目にICAIR　(国際南極情報研 究セ ンター)で 開催 された.
その所長 から第2作 業部会 に対 し,　AMDを 発展的 に改称
したJCADM(Joint　Committee　onAntarctic　Data　Man-
agement)及びワークシ ョップの報告が あった.会 合で も
そ の 有用性 を認 め,　NADC　(National　Antarctic　Data
Center)を未だ設置 していない各国 に対 し,南 極 で得た
● 科学データ環 境 燗 するデータの・タデータ(生デー
タに関するデー タ)の デー タベースをNADCに 構築する
よ う要望が あ った.こ の件 に限 らず,南 極条約 や議定 書
に うたわれてい る各種情 報の交換,ま た次 回会合 まで に
複数 の国が 共同で行 う文書の作成等,電 子 メールな どの
電子媒体 を利用 して行 う作業が ます ます増 え.てい る.
その他
今 会合 で も事務 局問題が検討 された.こ れまで,南 極
条約 は特定 の場所 に事 務局 を置 かず,協 議 国が持 ち回 り
で会議 を開催 し,最 終 報告書 を取 りまとめ て配布 するな
どの事務 を行 って きた.・.・方,南 極 条約体制 の中の枠組
みの一つ,南 極海 洋生物資源保存条約　(CCAMLR)　の事
務局 は オー ス トラ リアのホバ ー トに置かれ ている.各 締
約国が経費 を分担 して事務局 を設けようとい う提案 は,議
定書 発効 に伴 う環境 保護委員会 の発足 を視野 に入れた対
応 とも思 われ る.し か し,こ れ までのや り方で特 に問題
はな く,実 体的 な機 関で もないのに事 務局 に法 的実体 を
与 える ことで 国際機 関 とな りうるのか等疑問 を示 す向 き
もあ り,事 務局 の外 交特権 を含 め検 討 を継続す るこ とと
な った.将 来,も しも設置が合意 され た場合 は,南 米 の
6つ の協議 国の提 案 として ブエノスア イレスに事務局 を
置 く案が今会合 に出 され た.ホ バー ト,ク ライス トチ ャ
ーチの立候 補 も議場 の内外で表 明 されてい たが ,オ ース
トラリア,ニ ュー ジー ラン ドの代 表が強 く推薦す る程 で
は なく,ブ エ ノスア イレスの 立候補 に対 して特 に反対 す
る議論 はなか った との こ とで ある.
ノル ウェーが昨年12月 に実施 した ドローニ ングモー ド
ラン ドにある ノイマ イヤー(独),　SANAE　IV　(南ア),
マ イ トリ(印),ノ ボ ラザ レフスカヤ(露)各 基地の査 察
報 告があ った,な お,こ こはノル ウェ ーが領土権 を主張
した地域 で ある,各 国 よ り質の高い報告書 との評価が な
され,以 前 の会合で採択 された査 察のチ ェ ック リス トが
有 用 との こ とだった.報 告で は,ど の基地 も議定書が発
効 していない に もかか わ らず,そ の 各条項 に沿 った運営
が なされてお り,環 境 影響 が特 に大 きい油流 出に対す る
緊急時対 応計画 及 びその事故 を予防 する手立 て をさらに
推 進す る必要 な どにつ き勧告 が なされた.な お,英 国 よ
り来 シーズ ンに査 察を行 う旨予告 があ った,
本条約締約国 は43,協議 国は26カ国 と前回か ら変化 は
ない.な お締約 国の ブルガ リアが協議 国の地位 を求め る
表明 を行 ったの に対 し,条 件 が整 っていれば次 の会合の
早 い時期 に検討す ることとなった.ブ ルガ リアは1987/88
年 に現 ロ シア北極 南極研 究所,英 国 南極調 査所(BAS)
と共同 で南極研究 を実施 し,リ ビングス トン島 に夏基地
を建設 し,そ の後 スペ イ ンの協 力 を得 て観測 を行 って き
た との こ とで ある.も う少 し実績 を見定 め よう とい うこ
との ようだ.
当会合 とは別 に,ニ ュージー ラン ド代 表の呼 びかけ に
よ りCCAMLRの 非 公式会合 が開か れ,南 大洋 におけ る
非 合法及 び規則 を無視 した　(illegal　and　unregulated)　漁
業,事 務 局の予算 に関す る議題 な どにつ き検討 が行 われ
た,会 期 山地元級 に掲載 され た記事 によれば,漁 獲 され
たマゼ ラ ンア イナ メ(通 称 ギ ンム ッ)は 日本 に持 ち込 ま
れ,良 い値 で取引 きされ てい る とあ った.な お,我 が国
を含む い くつかの加盟 国 は,開 催 が当会 合印 に呼 びかけ
られ,全 代表が必ず しも参加 で きな い状態 で開 かれる こ
とに対 し抗議 を表明 した.
今 会合 を振 り返 って
今会期 中,レ セ プ シ ョンが い くつか催 された.あ る 日
の会場 となった市内 カンタベ リー博 物館 の南極展示 コー
ナー には,シ ャクル トン,ア ム ンゼ ン,ス コッ ト,フ ッ
クス,ヒ ラリー等 の探 検に使われた装備 品が展示 され,ク
ラ イス トチ ャーチの 南極 への玄 関1.1としての長い歴 史を
印 象づ けた,ま た,別 の 口の会場 となった空港近 くの 国
際 南極 セ ンターで は,現 代的 な展 示 によ り南 極観測や そ
の 成果が わか りやす く説 明 されてい る,大 型扇風機で風
を起 こす と体感温度が急 に下が る とい う体験 がで きる雪
や 氷 を配 したマ イナス5度 の 南極 体験室,ペ ンギンや触
れ られ るカニ クイアザ ラシ等 の展 示,越 冬 中の感動 を思
い出 させ るほ どの超広角 の素 晴 らしい映像 な ど,国 際南
.
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米 海軍の南極 用輸送機の前で挨拶するニ ュー ジー ラン ドの
ボルジ ャー首相
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極 セ ンターは クライス トチ ャーチ観 光の一・つの 目玉 とも
な ってお り,各 国 の代表 団 も感 銘 を受 けた様 子だ った,
また,2週 目に空港内 ニュー ジー ラン ド航 空の格納庫 で
開かれた レセプ ションには,ボ ル ジャー首相が駆け付 け,
マ クマ ー ド基地へ の輸 送 に使 われ てい る米 海軍のC-130
型輸 送機 を背 に してニ ュージー ラ ン ドの南極 の環境保護
へ の取 組み をア ピー ル していた.現 職 の首相 として は初
めて,南 極点 に まで足を踏み入れた とのことだ.ま た,今
回はマス メデ ィアへの対応 の場 も初め か ら設 け られてお
り,最 終 日には議長が記者会 見 を行 い翌 日の地元紙 には
今会 合の成 果のい くつかが掲載 され ていた.今 会合で は
ニュー ジーラ ン ド政府が,マ ス メデ ィアを含 む様 々な方
法 に より南極情 報 を提供 し,機 会あ る ごとに国民 に対 し
て南極 を身近 な対 象 と して考 える よ う努力 を している と
感 じた と同時 に,他 の締約国 に対 して も,ニ ュー ジー ラ
ン ド政府 の 南極 に対す る積極 的な関心 をア ピールする姿
勢 を感 じた.
当会合 には3年 続 けて出席 したが,代 表 団 の顔 ぶれ を
見 る と半数以上 は毎回同 じだ.各 国 とも外 務 省,環 境 庁
に相 当する機関,南 極研 究 を組織 する行政 あ るいは研 究
機 関か ら担 当者が出 てい る.回 を重ね て発言 を聞 くうち,
各締約 国の南極 に対 する方針,南 極での研 究や漁業活 動
の規模 や成 果といった背景の違 いが次第 に明 らかにな り,
発言の趣 旨が よ り正確 にわか って きた よ うな印 象を受 け
た,こ の南極条約協 議国会議 は南極 条約体 制の最高決 定
機 関で,南 極地域 における問題の解 決や 予防の ための措
置 を検 討 し,締 約 国間の様々 な調整 を行 う場 であ る,そ
の結 果,研 究,漁 業,観 光な ど全 ての活動 に対 して大 き
な影響 を及ぼす,我 が国 も国内法 を整備 し,議 定書 を批
准 して具体 的な個 々の南極 活動の 影響 評価 等実 務 を行 う
ようになる と,こ れ まで以上 に深 く関わ ら ざる を得 な く
なる,我 が国 も南極 に関連す る部 署か ら も,・ 層の関心
を もって本筋 護国会議 を中心 とす る南極 条約体 制の動 き
を見守 り,イ ニ シアチブを もって積極 的 に働 き掛 けて い
くことが必 要 と思われ る,
次期会合 は ノルウェーの トロム ソにて来年5月25口 か




伴い,4月7日(月),本 研究所 を訪れた.大 臣は,正面
玄関で平澤所長をは じめとする多数の職員の盛大な出迎
えを受けた後,南 極観測の現状をビデオにて視聴,そ の













































平成9年4月25日(金).所 長室 において,小 野延雄
前教授(前 企画調整官)に,平 成9年4月1日 付けで,国
立極地研究所名 誉教授の称 号が授与 された.
現在,本 研究所 の名誉教授 は,村 山名誉教授,楠 名誉
繊 細 名撒 授川 ・縦 教授,側 膳 搬 濯 ●
合名誉教授に加え小野名誉教授で7名 となった.
南極観測のホ ームページの開設
国 ウ1極地研究所 では研究所のホー ムペー ジのほか,「南
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極観測の ホームペ ージ」 を一般向 けに制作 し,4月21日
に公開 した.制 作 にあた り最新の 国際基準 に準拠 した り,
写真や説明図を多 く盛 り込むなどの工夫 を した,特 に,昭
和基地か らの伝 送写真 を取 り入れた 「昭和基 地NOW」 や
「フォ トシア ター」な どの興味深い コーナー を設け,若 い
世代 にア ピールす るもの を考 えた.
また,こ のホー ムペ ージか らは,現 在,南 極観測事 業
を担 当 して いる本研究所 のほか,通 信総合研 究所,気 象
庁,海 上保安庁水路部 及び国土地理院 に リンクしてい る.
南極観測 の ホームペ ージのア ドレス は,下 記の とお りで
ある.
　　　　　　　　　　 httpY/jare.nipr.ac.jp/






観測が始 まった.ま た,航空機 を使ったエアロゾルの広
域分布観測をみずほルー ト上で行った.ま た,西 オング
ル島の大池やその周辺での湖沼調査を行った.
4月はブリザー ドが吹 き荒れた,特 に後半は,連 日強
風が吹 き荒れ,外 出禁止令や注意令が発令 され,基 地内
の活動が制限された.こ のブリザー ドの影響で,電 離層
や宙空部 門のアンテナにも障害がでた.し かし,4月 前
半には大陸に渡るための とっつ き岬ルー トは完成 した.
設営関係では,夏 作業で使用 した装輪車の整備を行い
来 シーズンまでのデポを行った.ま た,第9発 電棟の解
体で生 じたアスベ ス トの処理 も実施 した.4月 はブ リザ
ー ドの後始 末 に追わ れた.ブ リザ ー ドの度 に非常 口の確
保や車両 ・ソ リの掘 り出 し,滑 走路整備 な どが繰 り返 さ
れた.
生活 も落 ち着いて きて,遠 足,ス ケー ト,釣 りな どを
楽 しんだ.ま た,新 たに設置 した基地のLANを 使 って,
国内 との電子 メール のや りと りや基地 内で の隊員同士 で
の情 報交換 が盛 んに行 われ ている.4月 か らは毎週土曜
日を半 ドンに したので,室 内での余暇活動 も活発 にな り,
素 人隊員 によるお料 理 ク ラブ も開かれ てい る.ま た,映
画 の上映 に加 え,大 画面 による ビデ オ上映会 も月1回 の
割 で始 まった.ブ リザ ー ドの合 間の好天 を とらえ居住棟
対抗 の氷上 ソフ トボール大会 にも汗 を流 している.
ドームふじ観測拠点
3月に入 り日も短 くなり,気温 も下がっていく中,各
種ゾンデ用のガス充填雪洞の掘削や,気 球充填小屋の建
設を行 った.さ らに,設 営関係では越冬準備 として発電
燃料の搬入 と食糧庫建設 も実施した.4月26日から極夜
に入った.こ れに伴い最低気温は一75.0℃を記録 した,
気温が下がるにつれて外作業 もで きなくな り,本格的な
越冬生活に入った.大気観測は,定 常観測状態に入り順
調に記録を取っている.ま た,2月 より停止 していた3
号発電機の連続運転を再開 し,2250m以深のコア解析 を
開始 した.越 冬準備作業 も整 った4月 からは週休2日 制
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【極地豆事典】
南インド洋の海山と衛星による重力異常図
1995年12月8日、第37次観測隊 での観測 船 しらせ
往路上で 、これ までの水深 図や海図か らは見あた らな
い海 山を発 見 した。約2時 間の調 査を行った結果、南
緯56度59.41分、東経98度5.51分(GPS)で最 も浅
く、 水 深 約983mを 記 録 した 。 周 りの 海 底 面 が 約
4400mであ るこ とか ら、海山の高 さは約3400m以上 、
半径 は約20km程度 と推定 され る。
海 山 ・海 台の存在は、基本的 に船 による海底地形調
査(水 深)に よって確 認 されるが、南極海での船 によ
る観測 は少な く、海底地形情報 は極めて乏 しい。船で
しか得 られなか った海底地形情 報 に関 して、革新的 な
役割 を果 た したの が、衛星 に よる重力 異常 図で ある。




























































































衛 星 に よ る 重 力 異 常 図(mgal)
イ ン ド洋の衛星による重力異常図〔Sandwell　andSmith、　1996)。グ レースケール のイメージで表現 したも の。第37次 観測で発見
した海山の位置を矢印 で示 す。　GMT30(Wessel　and　Smith.　1991)を使用 して作成 した。
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